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プラズマ物理･制御核融合国際会議( Internati ona1 Conference　on　PI a sma
Phy si c s　and Con tro1 led Nuc1ea r　Fus i on Research )の報告書〔7,
8, 15-
19〕に概観できるが，ここでは，ステラレータ系を中心として簡単に振り返っておく。







の時代を迎えた。その中にあって, M. S. Ioffe等の実験〔6〕により指摘された最小磁





tron　Cyclo tron　Resonance Heating) ,あるいはプラズマ・ガン等により生成された無








19 6 8年, Novo s i bi rskで開かれた第３回国際会議は，核融合研究の歴史の中で，特筆す
べき会議であった。この会議でA r ts i mo v i ch等は，ソビエト・トカマクの一連の実験結果を発


















リオトロン磁場〔９９〕（ＰｏｌｏｉｄａｌHe 1 i o t r on　Field)を基本配位として提案され，磁
気リミタを用いてプラズマを壁より隔離する目的をもっていた。このときポロイダル・ヘリオトロン
磁場の変形であるヘリカル･ヘリオトロン磁場も提案されている〔20〕。 この磁場配位を持つ装置と
して，ヘリオトロンA (19 5 9年），ヘリオトロンＢ（1960年），ヘリオトロンC (19 6 5
年）がある。特にヘリオトロンＢ装置では，ジュール加熱により生成したプラズマを，金属リミタ
( Metal　Limi te r )を用いることなく容器壁から隔離して閉じ込め得ることを示し，磁気リミ
タ( Magne tic Limi te r ）配位を実証した〔２１’
８８〕。
続いてK. Uoは，ポロイダル・ヘリオトロン磁場の変形であるヘリカル・ヘリオトロン磁場












































として，２通りの方法がとられている。 １つは，磁場のシア( Shear )を強くすることにより，不



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図3 -3 ― 1　磁気島を含む磁気面の例。不整磁場の位相が適当な
　　　

























{P2/} = {('-2/ ，∂2/）｝








































































( a ) 6,, =0･5X10-'
ヂはトロイダル方向の角度。










































































































































































































































































































































































































































































































































図3 ―4―1 3　ｊぼ= 0.Z°の時の磁気面の様子。
△Bh/ Bh≪O








図３－４－１５（ａ）は，ﾀ1 = 1, JRi = 1 の場合の磁気面である。ｊ･，～1に大きな磁気島が
観則される。また同図（ｂ）は，ﾀ'?= 2 ,JR2 =1 mmの場合である。この場合，Ｊ，～２に磁気島が
観測された。また，他の磁気面にも小さな磁気島がみられる。
△Ri = 1 mm
図３－４－１５ ヘリカル・コイル大半径の位置の狂いに
よる磁気島の発生例。( a ) n=l, JR.にｌ ｇｎ，






















































































































































































































































































ダル・モード数に対しては，２つのコイルの作る磁場の向きを変えることにより, n = lあるいはﾀz
＝2とすることができる。ﾀz／ﾀw =1/1とした時，高調波成分として，ﾀz／ﾀ7z＝3／i　が，約２０
％程度存在する。これに共鳴する磁気面は，セパラトリクスに非常に近い所であるため，本実験では




























































































































































































































































ｂ） Krus ca 1限界を越えるプラズマ電流を，プラズマ柱を大きく乱すことなく流すことができた。
ｃ） 比較的高いベーダ値（β～数％）のプラズマを得ることができた。



























































































（日立電子 ， １５ OGHz ， １　channe1 )
可視光測定システム イオンのドプラー幅測定，線スペクトル強度測定
可視分光器（SPEX 1704 ， NIKON Ｐ－２５０）
真空紫外光測定システム 真空紫外域線スペクトル強度測定







































































































































































































withoutAux.Coil 4.9×lrf°1.1×16り0.978 2 χid' 0.40
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lu ( kAT )
図5 ― 4 ― 1　補正コイル電流/c。11の変化によるプラｊ

























































Ｂ ｚ５ kG with Aux. Field








































B = 3.6 kG












































































































































































図5 －4 －1 0　　"e-reL 図にみる磁場補正の効果．
（ｊ･OS. Bt,, =coiist.) ･:補正あり．
○：補正なし．


























































































ーザ（λ= 6 9 4.3 nm)を用いる。レーザ
光の出力は最大約4 0 OMW (1 ０ J, 2 5
nsec)であるが，比較的きれいな発振を再
現良く得るために，本実験では約2 0 OMW


























































てA1板標的の場合，ﾀ'eo 2 2 ×1012


































































































































































































































































































































Target Li　plate Al plate
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